
NVIDIA RTX Spark（128GB）環境における知
財特化型ローカルLLM選定および実装運用評
価報告書 

Gemini 3.8 Flash 
ハードウェアアーキテクチャ特性と推論キャパシティ評価 
知的財産業務における生成AIの実務適用では、出願前の未公開発明、クレーム原案、侵害鑑定資
料といった極めて秘匿性の高い技術・法務情報を取り扱うため、外部クラウドへの通信を物理的に

遮断したオンプレミス環境の構築が不可欠とされる1。NVIDIA RTX Spark（N1X）は、Armアーキテク
チャに基づくGrace CPU（最大20コア）とBlackwell世代のRTX GPU（6,144基のCUDAコア）を単一
SoCに集約し、最大128GBのLPDDR5X統合ユニファイドメモリをコヒーレントに共有するWindows 
PC向けプラットフォームである1。 
本構成の技術的本質は、従来のデスクトップPC向け独立型GPU（VRAM 16〜32GB水準）ではメモリ
容量不足によりオンボード展開が不可能であった70B〜120B規模のモデルを、PCIeバス経由のオフ
ロード遅延を介さず単一メモリ空間へ直接展開できる点にある1。しかしながら、実務導入の評価にお

いては「モデルがメモリ空間に収容可能であること」と「業務に耐えうる対話速度でトークンが生成さ

れること」を厳密に区別しなければならない1。RTX Sparkのメモリ帯域幅は300GB/sに設計されてお
り、これはデータセンター向けGPU（H100やBlackwell B200等の数TB/s級）や一部の超広帯域ワー
クステーションと比較して明確な帯域制約が存在する1。 
大規模言語モデルの推論処理において、プロンプト全文を一括処理するPrefill工程はGPUの演算能
力に依存する一方、1トークンずつ逐次出力を行うDecode工程（バッチサイズ1）はメモリ帯域幅がボ
トルネックとなる1。同一アーキテクチャを有するDGX Sparkの実測値に基づく推計によれば、70B 
Denseモデルを4ビット量子化（Q4/NVFP4）で実行した場合の単一ユーザーDecode速度は4〜6 
token/s程度にとどまり、長文コンテキスト処理時には約3.5〜4 token/sまで低下する1。これに対し、

13〜14B級モデルでは22〜30 token/s、7〜8B級モデルでは38〜45 token/sを記録し、対話的な推
敲や日常業務において十分な応答性を確保できる1。また、Mixture of Experts（MoE）構造を採用す
るモデル（GPT-OSS-120B等）においては、総パラメータ数が120B規模であっても各推論ステップで
稼働する活性化パラメータ数が限定されるため、4ビット量子化環境下において50 token/sを超える
スループットを維持することが可能である1。 
推論フレームワークの選定においては、用途と運用形態に応じた使い分けが求められる1。

Windows MLにおいてネイティブ対応が追加されたllama.cppは、GGUF形式の軽量量子化モデルを
最小限のリソースオーバーヘッドで実行可能であり、PoCや個別端末での単体利用において高い利
便性を発揮する1。一方、部門内での複数人共有や同時アクセスを想定したAPIサーバー構成を採る
場合、RTX Spark（Windows on ARM）向けに最適化されたTensorRT-LLM（バージョン11.4以降）や
vLLMが有力な選択肢となる1。TensorRT-LLMは連続バッチ処理（In-flight Batching）やKVキャッシュ
の再利用、FP4/FP8演算の最適化機構を備えており、ハードウェアの理論限界に近い推論スルー
プットを引き出す基盤として機能する1。 



 

モデル規模・構

成例 
推奨量子化精

度 
占有メモリ概算

（Weight） 
推定Decode速
度（単一利用

時） 

知財実務にお

ける運用位置

付け 

7〜8B級 
 
（Llama 3.1 8B, 
Qwen 2.5 7B
等） 

Q4_K_M / 
NVFP4 

約4〜5GB 38〜45 token/s 日常コパイロッ

ト・一次処理 
 
対話型要約、簡

易翻訳、複数人

同時アクセス対

応1 

13〜14B級 
 
（Qwen 2.5 14B
等） 

Q4_K_M / 
NVFP4 

約7〜9GB 22〜30 token/s 定型知財文書

処理 
 
バランス型対

話、拒絶理由通

知の構造化整

理1 

32〜35B級 
 
（Qwen 2.5 32B, 
DeepSeek-R1-
Distill-32B等） 

Q4_K_M / FP8 約18〜35GB 10〜20 token/s 高度推論・ク

レーム検証 
 
論理構成チェッ

ク、先行技術の

差異分析1 

70〜72B級 
Dense 
 
（Llama 3.3 70B, 
Qwen 2.5 72B
等） 

Q4_K_M / 
NVFP4 

約35〜45GB 4〜6 token/s 
 
（長文時: 約3.5
〜4 token/s） 

【品質優先】機

密文書精密分

析 
 
長文特許対比、

無効審判資料

分析（原則1人
専有）1 

104〜120B級 
Dense 
 
（Command R+ 
104B等） 

Q4_K_M / 
NVFP4 

約60〜80GB 2〜3 token/s 非同期バッチ処

理 
 
夜間バッチによ

る明細書全文



の精査1 

120B級 MoE 
 
（

GPT-OSS-120B
等） 

MXFP4 / 
NVFP4 

約60〜70GB 50 token/s超 多目的・高品質

リアルタイム処

理 
 
MoEにより活性
パラメータが少

なく高速動作1 

なお、Windows on Arm環境におけるメモリ管理構造には特別な配慮を要する1。128GBの物理メモ
リはOS内部で「GPU専用割当（Carveout）」「CPU/GPU共有メモリ（Shared Memory）」「CPU専用メ
モリ」の3系統に分割されて管理される1。OSの仕様上、共有メモリの確保領域は固定的に制限され
る傾向があり、残容量から16GBを控除した値の50〜80%程度にクランプされる1。そのため、単一の

CUDAプロセスが物理メモリ128GBの全域をVRAMとして自由に占有できるわけではない1。特に後述

するコンテキスト長拡張に伴うKVキャッシュの増大を考慮し、システム設計段階において実効確保
可能領域を事前に特定しておくことが求められる1。 

知財業務向け推奨オープンウェイトLLMの選定と性能比較 
知財実務において採用すべきオープンウェイトモデルの評価選定では、日本語特有の特許請求の

範囲（クレーム）構文や厳密な技術論理の理解力、長文読解耐性、および法務コンプライアンスを満

たすライセンス形態が主要な判断軸となる1。 
 

 
 
【推奨モデル群の選定スペクトラム】​
・汎用論理・日本語力重視  : Qwen 2.5（72B / 32B / 14B） ── Apache 2.0（商用完全フリー）​
・英語公報・国際知財重視  : Llama 3.3（70B）              ── Llama 3.3 Community（条件付き商
用）​
・構成要件対比・反論推論  : DeepSeek-R1-Distill（32B / 14B）── MIT（商用完全フリー）​
・RAG引用特化（※要ライセンス）: Command R+（104B）           ── CC-BY-NC-4.0（商用別途
契約必須）​
 

Qwen 2.5ファミリーは、オープンウェイトモデル群の中で極めて高い日本語読解および推論能力を
示す中核的候補である10。72Bモデル（Qwen-2.5-72B-Instruct）はJMMLU等の日本語ベンチマーク
において商用プロプライエタリモデルに匹敵する80点台のスコアを記録し、特許クレームにおける多
層的な限定関係や発明の詳細な説明との整合性を極めて高い精度で把握する10。ネイティブで最大

128Kトークンのコンテキストウィンドウに対応し、数十ページに及ぶ公開公報や拒絶理由通知書を一
括入力することが可能である。さらに、ライセンスがApache 2.0で提供されているため、知財部門の
社内業務利用および派生ツールの構築において法的制約が存在しない点が実務上の決定的な利

点となる。RTX Spark（128GB）上では、即応性を重視する日常作業に14Bや32Bを割り当て、論理的



厳密性を最優先する案件に72B（Q4量子化）を投入する弾力的運用が適している1。 
Meta社が提供するLlama 3.3 70B-Instructは、従来の70B級モデルの推論性能を大幅に刷新したモ
デルである1。Llama 3.3 Community Licenseにより、月間アクティブユーザー数7億人未満の法人で
あれば商用利用が無償で許諾されている。英語圏の知財文献（USPTO公報、EPO公報）やPCT出願
文書の読解において卓越した堅牢性を誇り、外国特許出願の翻訳、現地代理人とのレター作成支

援、日英対訳チェックにおいて最高水準の処理能力を発揮する1。日本語の長文読解においても実

用域に達しているが、日本特有の特許請求項における微細な語順制御や係り受けの正確性におい

てはQwen 2.5が優位に立つ場面も見られるため、クロスボーダー知財案件での主軸モデルとしての
起用が合理的である。 
強化学習を基盤とした推論特化型モデルであるDeepSeek-R1の蒸留モデル群（
DeepSeek-R1-Distill-Qwen-32Bおよび14B）は、特許論理の構築において特異な強みを発揮する12

。これらはMITライセンスで提供され、完全な商用利用が可能である12。推論モデル特有の思考プロ

セス展開能力により、先行技術文献と本願発明の構成要件対比において、どの構成が公知技術か

ら設計変更の範囲を出ないのか、阻害要因や有利な効果がどこに存在するのかを論理的ステップ

に沿って深掘りする作業に適している。RTX Spark環境下では、フルサイズの671B MoEを直接稼働
させることは困難であるが、32B蒸留モデル（Q4/FP8）であれば128GBメモリ内に容易に展開でき、
拒絶理由通知に対する意見書・補正書案の論理構築支援において極めて強力な補助輪となる1。 
Cohere社のCommand R+（104B）は、企業内検索拡張生成（RAG）およびツール利用に特化して調
整されたモデルである9。検索コンテキストから回答を生成する際に自動で正確な参照引用（Citation
）を付与する学習が施されており、社内特許データベースを参照させる際のハルシネーション抑制に

寄与する9。しかし、本モデルのオープンウェイト版には「CC-BY-NC-4.0（非商用利用限定）」ライセ
ンスが付与されている点に細心の注意を要する9。企業の知財部門が業務の一環として本モデルを

オンプレミス運用する場合、Cohere社との商用ライセンス契約を別途締結しない限りライセンス違反
となる法的リスクが存在する9。したがって、法務上の安全性を確保する観点からは、Apache 2.0や
MITライセンスのモデルを優先配備することが強く推奨される9。 
 

モデル名称 パラメータ規

模 
ライセンス形

態 
商用利用の

可否 
知財言語適

性（日/英） 
主な強みと

知財業務適

合性 

Qwen 
2.5-72B-In
struct 

72B Dense Apache 2.0 可（完全無

償） 
日: 優 
 
英: 優 

高度な日本

語表現力と

JMMLU上位
スコア。ク

レーム整合

性検査、明

細書起草支

援1。 

Qwen 
2.5-32B-In

32B Dense Apache 2.0 可（完全無 日: 優 
 

速度と精度

の最適バラ



struct 償） 英: 良 ンス。日常

的な先行技

術要約、社

内知財

Q&A1。 

Llama 3.3 
70B-Instru
ct 

70B Dense Llama 3.3 
Community 

可（条件付

き無償） 
日: 良 
 
英: 極めて
優 

英語特許文

献の読解、

PCT出願対
応、外国審

査応答レ

ター作成1。 

DeepSeek-
R1-Distill-3
2B 

32B Dense MIT 可（完全無

償） 
日: 優 
 
英: 優 

思考プロセ

ス（CoT）展
開による進

歩性・新規

性の構成要

件分節と論

理反論12。 

Command 
R+ 

104B Dense CC-BY-NC-
4.0 

不可（商用

契約必須） 
日: 良 
 
英: 優 

高度なRAG
ネイティブ引

用生成。商

用ライセンス

取得が前提

となる点に

注意9。 

知財実務タスク別の適合度と階層型ルーティング設計 
知財業務の多岐にわたるタスクに対して単一のLLMを画一的に適用する設計は、推論速度および
処理精度の観点から合理的ではない1。RTX Sparkの128GB統合メモリを実務運用に最適化するた
めには、タスクの難易度、レイテンシ要求、および機密性レベルに応じた階層型ルーティング（

Tiered Routing）システムの構築が不可欠である1。 
階層型設計の第1層（Tier 1）には、秒間数十トークンの高速応答が可能な8B〜14B級の軽量モデル（
Qwen 2.5 14B等）を配置する1。この層は、外国特許文献の概要把握、長大な明細書の一次要約、

定型的な知財メールの作成、社内知財用語の簡易検索など、迅速なレスポンスが求められる日常

的な対話業務を担当し、複数ユーザーからの同時アクセスにも滞りなく対応する1。 
第2層（Tier 2）には、32B〜70B級のモデル（Qwen 2.5 72B、Llama 3.3 70B、
DeepSeek-R1-Distill-32B）をルーティング先として配置する1。この層は、出願前明細書と特許請求

の範囲の記載不備検証、特許庁からの拒絶理由通知書に対する引用文献との微視的差異分析、ラ

イセンス契約書の条項精査など、高度な論理推論と機密保持が同時に要求されるコア業務を完全



にローカル環境内で完結させる1。 
さらに、第3層（Tier 3）として外部クラウドのフロンティアモデルを位置づける場合であっても、社内未
公開発明や具体的技術パラメータを直接送信することは厳禁とし、社内ローカルモデル側で抽象

化・仮名化処理を施した法理的ディスカッション骨子のみを連携対象とするハイブリッド運用を採るべ

きである1。 
知財実務における具体的タスクと各モデル階層の適合性、および人間の専門家の関与度は下表の

ように整理される。 
 

知財実務タスク 適合度・自動化水準 推奨モデル規模・種

別 
人間の専門家の介

在（

Human-in-the-loo
p）と運用の要点 

明細書・クレーム整

合性検査 
極めて高い 
 
（自動化向き） 

70B級 Dense 
 
（Qwen 2.5 72B） 

特許法第36条第6項
第1号（サポート要
件）や第4項第1号
（実施可能要件）の

違反を予防。クレー

ム中の文言が明細

書本文に記載されて

いるかを網羅照合す

る1。最終確認は出

願担当者が実施。 

拒絶理由通知（OA）
の要点整理・反論案 

高い 
 
（半自動化） 

32B推論 / 70B級 
 
（DeepSeek-Distill / 
Qwen） 

引用文献1・2と本願
請求項の構成要件

を対比し、動機付け

の欠如や阻害要因

を抽出1。意見書・手

続補正書の論理骨

子を提示させ、担当

弁理士が最終推敲

する1。 

外国特許の翻訳・技

術要約 
高い 
 
（日常利用） 

14B〜32B級 
 
（Qwen 2.5 / Llama 
3.3） 

機密情報を社外に出

すことなく、英語・中

国語等の特許文献

を高速翻訳・要約1。

専門用語の訳語揺

れをプロンプトまた

は用語辞書RAGで



統一する。 

クレームチャート初

期案の作成補助 
中庸 
 
（ドラフト支援） 

32B〜70B級 
 
（Qwen 2.5 / 
DeepSeek） 

対象製品の構成や

先行文献とクレーム

各構成要件の対比

表の初稿を作成1。文

言の包含関係に漏

れが生じやすいた

め、下書き作成ツー

ルとして限定利用す

る1。 

社内知財Q&A・契約
書レビュー 

高い 
 
（RAG連携） 

14B〜32B級 
 
（Local RAG連携） 

秘密保持契約（NDA
）や共同開発契約の

不利条項チェック、

職務発明規程に関

する社内問合せへ

の自動応答1。根拠

条項の明示を義務

付ける。 

パテントクリアランス

（FTO）最終結論 
非推奨 
 
（LLM単独不可） 

専門家のみが判断 
 
（LLMは資料抽出限
定） 

侵害・非侵害、無効

理由の有無の最終

判断をLLMに委ねる
ことは法的リスクが

極めて高く非推奨1。

必ず弁理士・知財部

員が全件を精査・判

断する1。 

出願クレームの最終

確定 
非推奨 
 
（LLM単独不可） 

専門家のみが判断 
 
（LLMは候補出し限
定） 

クレームの文言確定

は排他権の及ぶ技

術的範囲を恒久的に

左右するため、LLM
の出力文言を無批

判に採用してはなら

ない1。不要な限定解

釈の排除を確認す

る。 

知財特有のリスク要因と運用上の注意事項 
法的リスク管理と情報漏洩対策 



知財業務においてローカルLLMを導入する動機の根底には、クラウド型AIの利用に伴う権利喪失リ
スクの完全な排除がある1。特許法第29条第1項に規定される「新規性」は、出願前に発明が公然知
られた状態、または公然実施された状態になることで消滅する2。マルチテナント型のパブリッククラ

ウドLLMに未公開発明の内容を投入した場合、プロバイダ側のログ取得や共有インフラの構造的リ
スクにより「不特定多数が知り得る状態」と法的にみなされ、特許を受ける権利が永久に失われる恐

れがある2。さらに、不正競争防止法第2条第6項に定義される営業秘密の3要件のうち「秘密管理
性」が喪失し、社内ノウハウとしての法的保護が無効化されるリスクも伴う2。弁理士法第30条に規
定される秘密保持義務の遵守という観点からも、外部ネットワークから物理的に隔離された端末内

で推論を完結させる意義は極めて大きい2。 
しかしながら、ローカル完結型システムへの移行は、端末内部に未公開発明や社内特許データベー

スの全量が集約されるという新たな物理的脆弱性を生み出す2。端末の紛失・盗難、不正アクセスに

よる情報漏洩を防ぐため、BitLocker等のOS標準ハードディスク暗号化、エンドポイント検知・対処（
EDR）エージェントの常時稼働、および遠隔データワイプ機能の実装を必須の運用ポリシーと位置づ
ける必要がある2。 
ハルシネーション抑止とLocal RAG（検索拡張生成）の実装構造 
LLMが実在しない架空の特許文献番号、存在しない請求項番号、あるいは誤った審判決例を確信を
もって生成するハルシネーション現象は、知財実務において致命的な判断ミスを誘発する1。この構

造的欠陥を克服するためには、LLM単体の内部記憶に依存する運用を禁じ、検証可能な根拠文献
をプロンプトに注入する社内完結型のLocal RAGの導入が不可欠となる1。 
知財文書を対象とするRAGパイプラインの構築においては、一般的な文書処理とは異なるドメイン
固有の工学的配慮が要求される1。 特許明細書を機械的な固定文字数で分割すると、請求項におけ
る構成要件の係り受け構造や、実施例と作用効果の対応関係が寸断される1。そのため、各請求

項、発明を実施するための形態、図面の簡単な説明といったセマンティック境界を厳密に維持した「

Claim-aware Chunking（請求項対応型チャンキング）」を施さなければならない1。 また、ベクトル類
似度検索（Dense Retrieval）単独では、特許特有の化合物命名法、特許分類記号、独自の定義語
に対する再現率（Recall）が不足し、重大な先行技術を見落とす危険性が高まる1。したがって、BM25
等の完全一致検索とベクトル検索を統合したハイブリッド検索を採用し、さらにIPC/CPC分類、出願
人、優先日によるメタデータフィルタリングを組み合わせる検索基盤を構築する必要がある1。 加え
て、検索された上位チャンクを無差別にLLMに入力するのではなく、BGE-Reranker等の交差エン
コーダ型再ランキングモデルを用いてプロンプトに注入する情報の適合率を高めることで、回答精度

の劇的な向上が図られる1。 
長大コンテキストウィンドウの限界とTTFT遅延 
最新のモデルは128K〜1Mトークンの長大コンテキストを許容する設計となっているが、数十件の特
許公報や大規模な明細書全文をプロンプトにそのまま投入する運用は実務上推奨されない1。プロン

プトを読み込むPrefill工程は多大な計算リソースを消費するため、最初のトークンが出力されるまで
の時間（TTFT: Time to First Token）が指数関数的に増大する1。128Kトークンを一括投入した場合、
80B〜120Bクラスのモデルでは生成開始までに70秒〜90秒以上の待機時間が発生し、リアルタイ
ムでの業務効率を著しく阻害する1。 
さらに、コンテキスト長の増大はKVキャッシュの急激なメモリ消費を招き、推論プロセスが確保可能
なVRAM上限を超過してクラッシュを引き起こす要因となる1。したがって、大容量メモリを過信するこ



となく、RAGやメタデータフィルタリングを用いて入力プロンプトを真に関連する数千〜数万トークン
程度に絞り込む最適化を施すとともに、FP8等のKVキャッシュ量子化を併用する設計が不可欠であ
る1。 
Windows on Arm環境におけるソフトウェア互換性とセキュリティ運用 
RTX SparkはWindows on Arm（ARM64）プラットフォーム上で動作するため、従来のx86_64アーキ
テクチャ向けにコンパイルされたディープラーニング関連ライブラリとの互換性に留意しなければなら

ない1。エミュレーション環境での実行はGPUネイティブの性能を損なうため、開発スタック全体を
ARM64ネイティブ環境で統一することが極めて重要である1。 
具体的には、ARM64ネイティブ対応のPyTorch、bitsandbytes、CUDA 13.4対応Python wheel、およ
びベクトルデータベース（Chroma、Qdrant、Milvus等）の動作検証を事前検証（PoC）段階で徹底す
る必要がある1。 また、自律型AIエージェントに社内ファイルシステムの更新、電子出願端末の操作、
外部メール送信といった権限を無制限に付与することは極めて危険である1。知財文書のドラフト作

成や調査においては、エージェントを「読み取り専用（Read-only）」モードに制限し、生成結果の保存
や外部連携は必ず人間が承認して実行するアクセス制御アーキテクチャを確立しなければならない1

。 

結論と実務導入に向けた推奨事項 
NVIDIA RTX Spark（128GB）搭載PCは、未公開発明や係争関連資料など、クラウドサービスへの預
託が許されない高秘匿性データを日常的に扱う知財実務において、現場担当者の手元で安全に高

度推論を実行可能にする極めて有効な計算基盤である1。最高峰のスループットを誇るデータセン

ター向けハードウェアとは異なるものの、128GBの統合ユニファイドメモリによる大規模モデル収容
能力と、一般的なWindowsオフィス環境およびCUDA開発エコシステムとの高度な親和性を兼ね備
えている点に本プラットフォーム独自の競争力がある1。 
知財部門における実務運用の成功に向けては、まず日常の翻訳や一次要約を担う14B〜32B級の
高速モデル（Qwen 2.5 14B/32B）と、高度な論理検証や記載不備の照合を担う70B級モデル（Qwen 
2.5 72B）または推論特化型モデル（DeepSeek-R1-Distill-32B）を組み合わせた階層型ルーティング
の確立が強く推奨される1。モデルのライセンス選定においては、企業内の知財業務で完全無償かつ

制約なく商用利用可能なApache 2.0やMITライセンスのモデル群を基軸とし、非商用制限が課され
たCommand R+等の利用には事前の法務クリアランスを徹底すべきである9。 
同時に、長大コンテキストの無制限な投入を避け、特許構造に最適化されたClaim-aware 
Chunkingやハイブリッド検索を備えたLocal RAGを整備することで、ハルシネーションの排除と応答
速度の維持を両立させることが可能となる1。パテントクリアランスや出願クレーム確定などの法的帰

結を伴う最終判断には必ず人間の知財専門家を介在させる運用設計を堅持することで、RTX Spark
搭載PCは、企業の知的財産ポートフォリオの秘匿性を強固に防御しつつ、出願・権利化業務全体の
生産性を飛躍的に高める中核的インフラとして機能する1。 
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